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施
政
方
針
・
予
算

「輝き ふれあい 安らぎの都市
かすが」の実現のために…

3
月
に
開
か
れ
た
市
議
会（
定
例
会
）で
、
井
上
市
長
は

平
成
16
年
度
の
施
政
方
針
を
次
の
と
お
り
表
明
し
ま
し

た
。同

時
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
制
作
し
た
予
算
も
確
定
し

ま
し
た
。

こ
こ
で
、
井
上
市
長
が
本
年
度
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で

市
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
そ
し
て
、
大
切
な
税
金

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
解
説
し
ま
す
。

私
ど
も
地
方
自
治
に
携
わ
る
者

は
、
新
た
な
方
向
を
見
据
え
、
明

確
な
視
点
を
も
っ
て
、
行
政
全
般

に
わ
た
り
制
度
や
手
法
を
改
革

し
、
地
域
や
社
会
の
変
化
に
適
応

さ
せ
、
時
代
の
要
求
に
応
え
る
よ

う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
、「
行
政
改
革
大
綱
」

に
基
づ
い
た
計
画
的
か
つ
具
体
的

な
推
進
を
図
り
、
無
駄
の
な
い
効

率
的
な
行
政
運
営
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
に

掲
げ
る
本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
輝
き

ふ
れ
あ
い
　
安
ら
ぎ
の
都
市
　
か

す
が
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
様
と
協
働
し
な
が
ら
、
着
実

に
市
政
を
進
め
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
年
度

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
総
合
計

画
の
3
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て

紹
介
し
ま
す
。

ひ
と
　
活
力
に
あ
ふ
れ
る

《
総
事
業
費
　
50
億
6
8
0
0
万
円
》

平
成
16
年
度
施
政
方
針

春
日
市
長
　
井
上
澄
和

▽
市
民
公
益
活
動
を
積
極
的
に
支
援

す
る
た
め
、「
市
民
公
益
活
動
支

援
指
針
」
を
策
定
し
ま
す
。

▽
「(

仮
称)

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け

て
準
備
を
進
め
、
市
民
活
動
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

●
市
民
活
動
振
興
費
　
5
0
0
万
円

な
ど

▽
生
涯
学
習
社
会
に
適
切
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、「
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

▽
市
民
の
学
習
の
拠
点
で
あ
る
「
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
」
の
事
業

内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▽
校
舎
、
校
庭
な
ど
の
学
校
施
設
を

学
習
の
た
め
の
活
用
施
設
と
し

て
、
開
放
を
進
め
ま
す
。

▽
地
域
に
お
け
る
学
習
の
場
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
地
区
公

民
館
と
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

▽
日
の
出
町
地
区
か
ら
分
区
し
て
新

し
く
誕
生
す
る
サ
ン
・
ビ
オ
地
区

に
公
民
館
を
建
設
し
、
生
涯
学
習

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●(

仮
称)

日
の
出
町
分
区
地
区
公
民
館

施
設
整
備
事
業
費
　
1
億
5

2
0

0
万
円
　
な
ど

▽
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10
年

春
日
市
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

人
権
教
育
と
啓
発
に
努
め
、
人
権

を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

●
人
権
啓
発
事
業
費
　
1

6
0
0
万

円
　
な
ど

市
民
活
動
の
推
進

生
涯
学
習
の
充
実

人
権
の
尊
重

施政方針

基本方向

その1



3

施
政
方
針
・
予
算

▽
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

共
に
責
任
を
担
う
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
従
来
の
計
画
を
見
直
し

て
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
基
本
条
例
の
制
定

を
検
討
し
ま
す
。

▽
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
を
目

指
し
た
啓
発
や
相
談
事
業
な
ど
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
作
成
業
務
委

託
料
　
3
0
0
万
円
　
な
ど

▽
春
日
西
小
学
校
の
学
校
規
模
の
過

大
解
消
に
向
け
て
、「(

仮
称)
第

12
小
学
校
」
建
設
の
た
め
の
用
地

取
得
な
ど
に
努
め
、
平
成
18
年
4

月
開
校
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

▽
「
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
」
た
め

の
不
審
者
対
策
と
し
て
、
警
察
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
実
地
訓

練
を
実
施
し
、
教
師
の
対
応
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

▽
地
域
と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

▽
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の

た
め
、
学
校
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
」
と
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
て
い
き
ま
す
。

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
学

校
開
放
推
進
運
営
委
員
会
を
中
心

に
生
活
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
の

体
験
型
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

●(

仮
称)

第
12
小
学
校
施
設
整
備
事
業

21
億
4

5
0
0
万
円
　
な
ど

▽
「
ゆ
と
り
」
と
「
潤
い
」
を
実
感

で
き
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
と
す

る
た
め
、「
春
日
市
文
化
振
興
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

▽
子
ど
も
の
感
性
の
発
表
の
場
と
し

て
、「
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展
」

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▽
「
音
楽
の
玉
手
箱
」
な
ど
の
(財)
春

日
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の

事
業
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▽
福
岡
県
で
本
年
開
催
さ
れ
る
「
と

び
う
め
国
文
祭
」
の
成
功
に
向
け

て
、
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
万
全

の
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
国
民
文
化
祭
事
業
費
　
2

4
0
0

万
円
　
な
ど

▽
国
指
定
史
跡
「
須
玖
岡
本
遺
跡
」

な
ど
の
用
地
取
得
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

教
育
の
充
実

文
化
振
興

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現

▽
市
民
参
画
型
の
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
育
成
講
座
な
ど
の
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
須
玖
岡
本
遺
跡
施
設
整
備
事
業
費

3

0
0
0
万
円
　
な
ど

▽
多
く
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
普
及
や

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
の
充
実

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
ら

を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し

て
、
安
全
に
身
近
に
そ
し
て
楽
し

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
適

切
な
環
境
整
備
に
も
努
め
て
い
き

ま
す
。

▽
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
た

め
、「
春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
準
備

を
行
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
策
定
に
係

る
市
民
意
識
調
査
費
　
2
0
0
万
円

な
ど

文
化
財
保
護

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

く
ら
し
　
互
い
に
支
え
合
う

《
総
事
業
費
　
3
3
2
億
4
0
0
0
万
円
》

▽
高
齢
者
の
身
体
状
況
や
介
護
状
況

な
ど
を
十
分
配
慮
し
た
、「
食
の

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、

食
の
自
立
支
援
に
向
け
た
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

▽
介
護
費
用
適
正
化
特
別
対
策
事
業

と
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
利
用
者
の
自
立
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
の
指
導
育
成
を
行

い
、
制
度
の
適
正
運
営
に
努
め
ま

す
。

▽
将
来
の
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
新

た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の

研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
食
の
自
立
支
援
事
業
費
　
6

2
0

0
万
円
　
な
ど

高
齢
者
支
援

基本方向

その2
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4

▽
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
り
、

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
や
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保
育
所
、

児
童
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ
持

つ
複
合
施
設
「
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
」

を
開
設
し
ま
す
。（
4
月
1
日
開

設
済
み
）

▽
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
や
親

子
の
健
康
の
確
保
、
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
を
柱
と
し
た
「
次
世
代

育
成
支
援
対
策
」
の
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

▽
母
子
家
庭
の
母
親
の
就
職
支
援

と
、
母
子
家
庭
の
自
立
支
援
を
積

極
的
に
行
う
た
め
、
新
た
に
支
援

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
利
用
者
用
駐
車
場

等
拡
張
整
備
事
業
費
　
1
億
3

0

0
0
万
円
　
な
ど

▽
精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

の
促
進
を
図
る
た
め
、
4
月
1
日
、

4
市
1
町
共
同
で
「
筑
紫
地
区
精

神
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

『
つ
く
し
ぴ
あ
』」
を
開
設
し
ま
す
。

（
4
月
1
日
開
設
済
み
）

▽
「
障
害
者
福
祉
長
期
行
動
計
画
」

を
見
直
し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

障
害
者
福
祉
の
方
策
と
到
達
す
べ

き
目
標
を
定
め
た
計
画
の
策
定
を

進
め
ま
す
。

●
精
神
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
費
負
担
金
　
7
0
0
万
円
　
な
ど

▽
市
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

「(

仮
称)

健
康
増
進
計
画
」
を
策

定
し
、
市
民
の
健
康
の
増
進
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、「
一

次
予
防
」
に
重
点
を
置
い
た
健
康

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

●
春
日
市
健
康
増
進
計
画
策
定
事
業
費

2
0
0
万
円
　
な
ど

▽
ゴ
ミ
の
分
別
区
分
の
見
直
し
や
収

集
方
法
の
検
討
、
省
資
源
化
の
促

進
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
ゴ
ミ
減

量
や
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

▽
ゴ
ミ
減
量
に
向
け
た
有
料
化
を
含

め
、
あ
る
べ
き
ゴ
ミ
処
理
手
数
料

の
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
南
部
清
掃
工
場
の
老
朽
化
問
題
を

含
め
た
中
間
処
理
施
設
の
あ
り
方

や
、
最
終
処
分
場
問
題
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
十
分
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
環
境
保
全
対
策
費
　
9
0
0
万
円

な
ど

▽
「
犯
罪
を
許
さ
な
い
ま
ち
」
と
し

て
い
く
た
め
、
市
民
と
共
に
実
効

性
の
あ
る
組
織
づ
く
り
を
検
討

し
、
地
域
安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

▽
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
指

し
て
、
啓
発
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
全
地
区
で
の
自
主
防
災

組
織
結
成
を
目
指
し
て
、
自
治
会

と
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

▽
短
期
集
中
豪
雨
な
ど
の
都
市
型
水

害
を
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
、

基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

▽
小
倉
第
一
雨
水
幹
線
の
下
流
部
の

改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
防
犯
・
暴
追
対
策
費
　
2
0
0
万
円

な
ど

子
育
て
支
援

障
害
者
支
援

健
康
づ
く
り
支
援

環
境
と
の
共
生

防
犯
防
災
体
制
の
充
実
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▽
地
域
に
お
け
る
住
み
よ
い
街
づ
く

り
の
た
め
、「
地
区
街
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
市
民
参
画
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

▽
現
在
、
街
づ
く
り
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
地
区
を
引
き
続
き

支
援
し
、
他
の
地
区
へ
の
普
及
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

●
地
区
街
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

報
償
費
　
18
万
円
　
な
ど

▽
慢
性
化
し
た
交
通
渋
滞
や
市
街
地

の
分
断
、
踏
切
事
故
な
ど
の
問
題

を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度

完
成
を
目
指
し
、
県
事
業
の
「
西

鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差

事
業
」
に
着
手
し
ま
し
た
。

▽
立
体
交
差
事
業
と
併
せ
て
行
う

「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
で
は
、
春
日
原
駅
前
線

用
地
の
買
収
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

▽
地
籍
調
査
事
業
と
し
て
、
調
査
結

果
に
基
づ
き
町
界
町
名
地
番
整
備

事
業
を
進
め
ま
す
。

●
連
続
立
体
交
差
事
業
　
7
億
1

0

0
0
万
円
　
な
ど

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
や
よ
い
」

は
、
運
行
開
始
以
来
、
多
く
の
市

民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
や
よ
い
」
を
さ
ら
に
市
民
に
親

し
ま
れ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▽
幹
線
道
路
の
春
日
中
央
通
り
の
上

白
水
地
区
か
ら
大
土
居
交
差
点
周

辺
の
整
備
を
図
り
、
交
通
渋
滞
の

解
消
や
沿
線
住
環
境
の
改
善
に
努

め
ま
す
。

▽
那
珂
川
宇
美
線
と
筒
井
小
倉
線
、

福
岡
筑
紫
野
線
の
街
路
整
備
促
進

を
、
引
き
続
き
県
に
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

▽
一
般
市
道
が
、
よ
り
安
全
な
生
活

道
路
と
な
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど

の
整
備
を

進
め
ま
す
。

▽
光
町
交
差

点
改
良
は
、

引
き
続
き

用
地
の
買

収
を
進
め
、

平
成
17
年

度
完
成
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
補
助
金

5

4
0
0
万
円
　
な
ど

▽
地
元
商
工
業
の
振
興
、
商
店
街
活

土
地
利
用

市
街
地
整
備

交
通
体
系
の
整
備

ま
ち
　
快
適
で
や
さ
し
い

《
総
事
業
費
　
27
億
2
5
0
0
万
円
》

性
化
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
助
成
事

業
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
な

ど
を
継
続
し
、
商
工
店
会
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

▽
「
市
民
農
園
」
は
、
引
き
続
き
必

要
な
整
備
拡
充
に
努
め
ま
す
。

●
商
店
街
活
性
化
事
業
　
2
0
0
万
円

な
ど

商
工
業
振
興
・
農
業

支
援

計
画
の
実
現
に
向
け
て

《
総
事
業
費
　
1
1
0
億
1
4
0
0
万
円
》

第
4
次
総
合
計
画
に
定
め
た
「
協

働
」、「
経
営
」、「
広
域
」
の
基
本
姿

勢
を
常
に
意
識
し
て
、
市
民
が
感
じ

て
い
る
課
題
を
発
見
し
、
市
民
と
企

業
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分

担
し
て
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

▽
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
情
報
化

を
進
め
る
た
め
、
平
成
15
年
度
に

策
定
し
た
、「
春
日
市
情
報
化
基

本
計
画
」
の
実
現
に
向
け
て
、
情

報
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▽
「(

仮
称)

市
民
委
員
会
」
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
行
政
へ
の
市
民
参

画
の
機
会
拡
大
を
図
り
、「
市
民

の
声
」
を
積
極
的
に
市
政
に
反
映

さ
せ
ま
す
。

▽
「
出
前
ト
ー
ク
『
市
長
と
語
る
』」

を
実
施
す
る
こ
と
で
情
報
の
共
有

化
を
図
り
、「
協
働
」
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●(

仮
称)

市
民
委
員
会
事
業
費
　
7
万

円
　
な
ど

▽
財
政
の
健
全
化
を
目
指
す
た
め
、

行
政
改
革
推
進
の
一
環
と
し
て

「
行
政
評
価
」
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

事
業
の
必
要
性
や
有
効
性
な
ど
、

各
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

▽
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
受
益

と
負
担
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

●
行
政
改
革
推
進
費
　
44
万
円
　
な
ど

消
防
、
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の

広
域
的
事
業
は
、
近
隣
市
町
と
の
連

携
を
図
り
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

●
広
域
行
政
推
進
費
　
17
万
円
　
な
ど

協
　
働

経
　
営

広
　
域

基本方向

その3
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景
気
低
迷
な
ど
の
影
響
で
、
引
き
続
き
今
年
度
も
厳
し
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
国
が
進
め
る
「
※
三
位
一
体

さ
ん
み
い
っ
た
い

改
革

か
い
か
く

」
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
や
補

助
金
は
大
幅
に
減
少
し
た
う
え
、
そ
れ
に
見
合
う
税
源
移
譲
が
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
す
。

そ
ん
な
状
況
で
は
あ
っ
て
も
、
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

何
と
か
や
り
く
り
し
て
次
の
よ
う
な
予
算
を
立
て
ま
し
た
。

何
に
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の
か
、「
家
計
簿
」
に
例
え
て
説
明
し
て
み
ま
し

ょ
う
。 平

成
16
年
度
春
日
市
一
般
会
計
予
算

※
　
今
年
度
か
ら
国
が
推
進
す
る
政
策
で
、
①
地
方
交
付
税
を
削
減
す
る
②
補
助
金
を

減
少
・
廃
止
さ
せ
て
い
く
③
交
付
税
や
補
助
金
を
削
減
し
た
分
、
国
の
税
源
を
市
町

村
に
移
譲
す
る
、
と
い
う
も
の

家
計
簿
を
見
て
み
る
と
、「
親
か
ら
の

援
助
金(

交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
な

ど)

」
が
昨
年
度
と
比
べ
6
億
5
4
0

0
万
円
（
5
・
4
％
）
減
少
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
大
き
な
収
入
源
で

あ
る
「
地
方
交
付
税
」
が
4
億
3

9

0
0
万
円
（
7
・
9
％
）
も
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
は
、
全
国

ど
こ
で
も
一
定
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
の
収
入
の
均
衡
を
図
っ
た

り
、
財
源
を
保
障
し
た
り
す
る
た
め
に

国
か
ら
再
配
分
さ
れ
る
お
金
で
す
。
ま

た
、
補
助
金
な
ど
の
「
国
・
県
支
出
金
」

も
、
4
億
4

5
0
0
万
円
（
9
・

1
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
の
制
度
が
変
わ
り
、
今
年
度
か
ら
一

部
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
で
す
。

さ
ら
に
「
銀
行
か
ら
の
借
入
金(

市

債)

」
で
は
、
地
方
交
付
税
の
振
替
で

あ
る
「
臨
時
財
政
対
策
債
」
が
4
億

9

5
0
0
万
円
（
25
・
3
％
）
減
少

し
て
い
ま
す
。

収
　
　
入



施
政
方
針
・
予
算

7

こ
の
よ
う
に
、
収
入
が
大
き
く
減
少

し
た
た
め
市
の
予
算
（
家
計
）
は
厳
し

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
を
十
分
考
え
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
今
ま
で
以
上

に
見
直
し
を
行
い
、
予
算
の
適
正
な
配

分
を
行
い
ま
し
た
。

「
家
の
増
改
築(

普
通
建
設
事
業
費)

」

は
、
昨
年
と
比
べ
て
4
億
7
4
0
0

万
円
（
9
・
8
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
〝
大
土
居
下し

も

の
原は

る

線
整
備
事

業
〞
や
〝
光
町
大
土
居
線
整
備
事
業
〞

な
ど
で
事
業
費
が
縮
減
で
き
た
結
果
で

す
。ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
O
A
機
器

で
リ
ー
ス
期
間
が
過
ぎ
て
も
そ
の
ま
ま

再
リ
ー
ス
す
る
な
ど
、
使
え
る
も
の
は

長
く
使
う
な
ど
の
見
直
し
で
、「
ガ

ス
・
電
気
・
水
道
・
衣
服
代
（
物
件

費
）」
を
1
億
7
8
0
0
万
円
（
5
・

4
％
）
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、「
修
繕

料(

維
持
補
修
費)

」
も
2
4
0
0
万

円
（
9
・
6
％
）
削
減
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
実
態
を
見
直
す
こ
と
で

「
友
人
・
知
人
へ
の
援
助（
補
助
費
等
）」

を
4
億
9，
3
0
0
万
円
（
9
・
5
％
）

削
減
し
た
り
し
ま
し
た
。

一
方
、
新
た
に
、
過
大
規
模
校
と
な

っ
て
い
る
春
日
西
小
学
校
の
教
育
環
境

改
善
に
向
け
て
、「（
仮
称
）
第
12
小
学

校
」
の
建
設
費
用
と
し
て
、
21
億
4

5
0
0
万
円
を
上
げ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
す
。
市
と
し
て
も
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

支
　
　
出

「地方交付税」と「臨時財政対策債」
日本には3,000を超える市町村が存

在します。その中には、財源が裕福な
まちもあれば、乏しいまちもあります。
この格差を埋めるために交付されるの
が｢地方交付税｣です。
しかし、長引く景気低迷により、地

方交付税に充てる国税も不足し、これ
までどおりの金額を交付することが難
しくなってきました。
そこで、現在、国と市町村は、交付

税の不足分を折半しています。この市
町村負担分を｢臨時財政対策債｣といい
ます。
これは、国と地方の責任分担を明確

にし、それぞれの財政の透明化を図る
ことを目的としたものです。
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市
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ

か
に
国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健
医

療
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
の
独
立

し
た
会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
手
助
け
す
る
お
金
が
「
子
ど

も
の
仕
送
り
（
繰
出
金
）」
で
す
。

な
お
、
事
業
な
ど
を
切
り
つ
め
て

た
り
し
て
支
出
に
余
裕
が
で
き
た
と

き
な
ど
は
、
一
般
会
計
に
返
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

7
つ
あ
る
特
別
会
計
な
ど
の
そ
れ

ぞ
れ
の
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
も
、
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
健
全
な
行
財
政

を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

※
「
施
政
方
針
」
や
「
平
成
16
年
度
予
算
書
」
は
、
市
役

所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
「
施
政
方
針
」
に
関
す
る
こ
と
　
行
政
管
理
課

▽
「
予
算
」
に
関
す
る
こ
と
　
財
政
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX

特
別
会
計

会　計　名� 予　算　額� 前年度比�

国民健康保険事業特別会計�
（国民健康保険を運営していくための会計）�

老人保健医療事業特別会計�
（老人医療費の給付などを行うための会計）�

駐車場事業特別会計�
（竜神池駐車場の管理運営のための会計）�

土地取得事業特別会計�
（公共用地の先行取得のための会計）�

介護保険事業特別会計�
（介護保険料で運営される会計）�

下水道事業会計�
（下水道の管理運営のための企業会計）�

都市開発資金事業特別会計�
（春日原駅周辺整備の公共用地先行取得事業�
を進めていくための会計）�

78億6,200万円�

68億3,000万円�

3億　600万円�

1,800万円�

300万円�

29億  600万円�

収入　30億2,600万円�

 支出　37億   700万円�

7.6％�

1.2％�

△45.2％�

△ 2.0％�

8.3％�

0.0％�

0.2％�

2.2％�
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誰でも参加できるバドミントン大
会が、3月28日、市民スポーツセン
ターで行われました。
毎年、菜の花の咲く時期に開かれ
ているこの大会は、レベル向上はも
ちろん、多くの人に親しんでもらう
ため、市バドミントン協会が開いて
いるもの。
この日は、中学生女子が多数参加
して熱戦が繰り広げられる中、親子
ほど歳の違う高校生を相手に息を切
らしながら善戦する一般男子の出場
者に会場から声援が飛んでいまし
た。
現在、市内のバドミントン人口は
登録者だけでも約200人。西スポー
ツセンターでは、毎週土曜日に小学生の指導教室も行われています。

（広報レポーター　山脇
やまわき

友子
ともこ

）
各種目の優勝者は次のとおりです。（敬称略）
●C級男子ダブルス山田翔太(春日高校)、渡辺直也(同)●初級男子ダブルス廣石尭之(同)、
久保田誠(同)●C級女子ダブルス矢野美希(同)、江口知沙(同)●初級女子ダブルス小川由美
(さくらクラブ)、西園昭美(同)●中学生女子ダブルス酒井公理美(福岡女学院中学)、落合希
(同)●小学生男子ダブルス白石淳悟(大谷小)、瀬高ゆりえ(春日西小)●小学生女子ダブルス
湖城朱理(日の出小)、岸田敬子(春日北小)●中学生女子シングルス酒井公理美(女学院中学)●
小学生男子シングルス5・6年白石淳悟(大谷小)●小学生男子シングルス4年以下山下　駿

(天神山小)●小学生女子シングルス5・6年瀬高ゆりえ(春日西小)●小学生女子シングルス4
年以下湖城朱理(日の出小)

シャトルを追ってすがすがしい汗が
第4回菜の花バドミントン大会

毎年、市内の新小学１年生に贈られてい
る黄色いランドセルカバー。そのカバーが、
4月6日、筑紫地区交通安全協会から河鍋
教育長に贈呈され、早速新1年生に配られ
ました。
これは児童の通学時の安全を願って贈ら

れているもの。
ドライバーの皆さん、朝夕にこのカバー

を見かけたときは、安全運転をお願いしま
す。
また同日は、市内の駅前を中心に、4月

6日～15日の｢春の交通安全県民運動｣にあ
わせた街頭啓発活動も行われました。
西鉄春日原駅前では、井上市長らが通

勤・通学途中の市民に啓発物品を手渡しな
がら、交通安全の重要性を呼びかけました。

交通事故から子どもを守ろう
新小学1年生にランドセルカバー贈呈

小
学
生
ダ
ブ
ル
ス
で
息
の
合
っ
た
プ
レ
ー
を
演
じ
る
唐
島
か
ら
し
ま

勝か
つ

寛ひ
ろ

さ
ん(

左)

と
山
下
や
ま
し
た

隆
志
た
か
し

さ
ん

▲

や ま だ しょうた

や　の　み　き え ぐ ち ち さ おがわ　ゆ　みく　ぼ　たまこと

にしぞのあきみ

しらいしじゅんご

きしだ けいこ

せ た か

こじょうあかり

やました しゅん

さかい く　り　み おちあいのぞみ

わたなべなおや ひろいしたかゆき
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パネル発表者募集
「シンポジウム邪馬台国

やまたいこく

の時代“奴国
なこく

！”」

奴国に関連した弥生
やよい

時代の資料や図、写真などのパ

ネル展示発表コーナーを開設します。

あなたの研究の成果を、発表してみませんか。

展示日時 11月6日(土)～7日(日)

午前10時～午後5時

展示会場 ふれあい文化センターギャラリー（大谷6

―24）

募集人数 10人程度

申込期限 6月30日(水)

募集要項配布場所

社会教育課（大谷6―24ふれあい文化センター内）

文化財課（岡本3―57）

問い合わせ先 社会教育課国民文化祭担当
1(575)4121 5(593)7380

出品作品募集
｢つなぐ！ひとまちアートフェスティバル｣

障害者を対象にアー

ト作品を募集します。

エネルギーあふれる作

品をお待ちしていま

す。

展示期間 10月30日

(土)～11月3日

(水)

展示会場 クローバー

プラザアリーナ

棟2階大ホール特設会場（原町3―1―7）

申込期限 7月31日(土)（必着）

募集要項配布場所

社会教育課（大谷6―24ふれあい文化センター内）

高齢障害課

県社会福祉協議会（原町3―1―7）

市社会福祉協議会（昇町3―101）

問い合わせ先 県社会福祉協議会

(584)3377 (584)3369FAX

国民年金は、国民一人ひとりの老後を国全体で支え

ていくための制度です。国民全員が、20～60歳まで

の40年間加入し、保険料を納めなければなりません。

加入の手続きが遅れると、将来受け取る年金の額が

減ったり、障害を持ったとき(障害年金)や一家の大黒

柱が亡くなったとき(遺族年金)など、もしものときの

年金がもらえなかったりすることがあります。

就職や退職などで加入する年金が変わるときには、

遅れないよう手続きしましょう。

20歳になったら・・・

20歳になった人で、厚生年金や共済年金に加入し

ていない人は、国民年金の第1号被保険者になります。

誕生日の前月末に、社会保険事務所から届出書が送

られてきますので、手続きしてください。

退職などで厚生年金や共済組合を喪失したら・・・
60歳以上の人

国民年金への加入の必要はありません。ただし、

加入期間が不足する場合や年金額を増やしたい人

などは、65歳まで加入することができます。ご相

談ください。

60歳未満の人

国民年金の第1号被保険者になります。

年金手帳と資格喪失証明を持って、手続きして

ください。

就職などで厚生年金や共済年金に加入したら・・・

国民年金の第2号被保険者になります。

勤務先で手続きしてください。

厚生年金や共済組合などに加入している配偶者の被扶
養者になったら・・・

国民年金の第3号被保険者になります。

配偶者の勤務先で手続きしてください。

手続き・問い合わせ先 国保年金課年金担当

(584)1111 (584)1141FAX

参加者募集

とびうめ国文祭

届出をお忘れなく

国民年金

市からのお知らせ�



円があなたと街をちかくする�

問い合わせ先　都市計画課　 (584)1111 (584)1143FAX

笑顔になれる｢やよい｣
中学2年生　平山

ひらやま

真名
ま な

さん（須玖北）
現在、中学2年生の私は、吹奏楽部に所属しています。
ちょうど1年前、私は春日市のコミュニティバス「やよ
い」の完成式典に、演奏をするために参列しました。
自分の住んでいる街にバスが誕生するなんて、誇らし
く、あいにくの雨模様でしたが、市民を乗せていく
「やよい」の姿が余計にたのもしく見えました。
家に帰ると、演奏を見に来ていた父が「やよい」に
乗ったことを知りました。「やよい」には障害をもった
小さい子がお母さんといっしょに乗っていたそうです。
その子は窓から外を眺めたり、座席ではしゃいだりし
て、隣の席に座っていた父にも始終笑いかけていたそ
うです。私はその話を聞いてなんだか心が温まる感じ
がしました。そして、より一層「やよい」を身近に感
じました。
私は改めてこの「やよい」の良さとは何か考えてみ
ました。「やよい」の良いところはたくさんあります。
まず、いろいろな道路を通ることです。一般のバスな
らバス停まで遠い道を歩いていかなければなりません
が、「やよい」のバス停の間隔は、比較的短いので、行
き帰りが楽です。さらに、「やよい」のデザインと名前
もいいと思いました。募集をして決めたと聞きました。
「やよい」の文字が車体に描かれていて、その隣には弥
生時代がイメージされ、載っています。一目見て、い
い絵だと思いました。水色の車体もさわやかな感じが
します。でも、最も良いと思ったのは、昇降時に、段
差を少なくできることです。一般のバスなら昇降時、
何段か階段があって、地面とバスの車体の差が生じま

す。「やよい」はそれをできるだけなくすようにつくら
れていました。「やよい」は踏み板を自動式にして浮か
せて階段をつくります。段差が小さければ小さい程、
体には負担がきません。みんなのことを考えた長所だ
と思います。もちろん、車いすの人も乗ることができ
ます。
春日市は県の中心部に近いベッドタウンなので、き
っとこれからたくさんの人が住んで、「やよい」もたく
さん活用されることと思います。
「やよい」は利便性も高く、「やよい」から「やよい」
に乗り継ぐことができます。例えば、直接希望地へ行
くバスがなくても、無料で乗り継ぎをして行くことが
できます。
いいところ、便利なところがある「やよい」です。
まだまだ「やよい」にはいいところがたくさん見つけ
られそうです。その利点をもっと伸ばして、春日市の
自慢になるようなバスになってほしいと思います。

※　これらの作文を掲載した
冊子を、バスセンターや市
役所、ふれあい文化センタ
ー、いきいきプラザ、奴国
の丘歴史資料館に置いてい
ます。ぜひご覧ください。

4月1日現在で自動車を所有する人に、自動車税の

納税通知書を5月初旬に発送します。5月31日までに

必ず納めましょう。

なお、今年度から、指定のコンビニエンスストア

でも納められるようになりました。夜間や土・日曜

日、祝日でも利用できますが、取扱期間は5月31日

までです。ご注意ください。

※　納税通知書が届かない場合や不明な点がある場

合は、お問い合わせください。

問い合わせ先 県筑紫県税事務所

(513)5575

5月31日が納期限

自動車税を納めましょう
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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コミュニティバス「やよい」の1周
年を記念して募集したPR作文。そ
の中の優秀作品を紹介します。
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小
学
生
が
対
象
の
教
室
で
す
。
竹
と

ん
ぼ
や
水
鉄
砲
な
ど
、
竹
を
使
っ
て
昔

の
遊
び
道
具
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

5
月
30
日
(日)

午
前
9
時
〜
正
午

場
所

同
資
料
館
（
岡
本
3
―

57
）

定
員

30
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

5
月
21
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
1
枚
に
つ

き
1
人
ま
で
）
に
住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

（
〒
816
―

0
8
6
1
岡
本
3
―

57
）

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

劇
団
う
り
ん
こ
に
よ
る
、「
と
も
だ

ち
や
」
の
楽
し
い
お
芝
居
で
す
。

日
時

5
月
29
日
(土)

午
後
6
時
30
分
〜
7
時
40
分

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(
大
谷
6
―

24)

参
加
費

1
6
0
0
円
（
会
費
を
含

む
）

定
員

70
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
劇
場

(

572)

0
5
4
4

(

572)

9
3
4
1

入
場
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
16
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

場
所

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地(

大

和
町
5
―

12)

内
容

▽
パ
レ
ー
ド
▽
音
楽
・
太
鼓
演

奏
▽
装
備
品
展
示
▽
模
擬
売
店

な
ど

FAX FAX

※
　
当
日
は
、
J
R
南
福
岡
駅
と
西
鉄

春
日
原
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
が
出
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
第
4
師

団
司
令
部
広
報
室

(

591)

1
0
2
0

経
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

練
習
日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
7
時
〜
9
時

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28
）

会
費

月
額
1
0
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
野

(

571)

5
6
1
5
（

兼
用
）

高
校
生
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
な
の
で
突
き
指
の

心
配
も
な
く
、
誰
で
も
楽
し
め
ま
す
。

日
程

5
月
13
日
〜
6
月
17
日
の
毎
週

FAX

木
曜
日
（
全
6
回
）

時
間

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場
（
大
谷
6
―

28
）

受
講
料

1
5
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
を
含
む
）

定
員

20
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

5
月
7
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
　
林

(

582)

2
1
5
9
（

兼
用
）

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
と
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
に

所
属
す
る
人
が
対
象
の
大
会
で
す
。

こ
の
大
会
で
の
成
績
は
、
県
民
大
会

の
市
代
表
選
手
を
選
考
す
る
際
の
資
料

と
な
り
ま
す
。

日
時

5
月
30
日
(日)(

雨
天
時
は
6
月

13
日
(日))

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

(

受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28)

種
目

一
般
男
子
・
女
子
の
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費

一
組
2
0
0
0
円
（
高
校

生
は
半
額
）

申
込
方
法

5
月
17
日
(月)(

必
着)

ま
で

FAX

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

勤
務
先(

学
校
名)

、
電
話
番
号

を
伝
え
る

※
　
ペ
ア
が
い
な
い
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
野
（
〒
816

―

0
8
3
1
大
谷
5
―

84
―

1
―

―

605
）

(

571)

5
6
1
5
（

兼
用
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
思
い
や
り

や
協
調
性
を
養
い
な
が
ら
、
友
達
も
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。

対
象

小
学
4
年
生
以
下
の
男
女

練
習
日
時

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分

場
所

大
谷
小
学
校
体
育
館(

大
谷
4
―

1)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
尾

(

574)

0
7
9
0
（

兼
用)

既
婚
女
性
が
中
心
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

で
す
。経
験
者
や
男
性
も
歓
迎
し
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6
―

28
）

会
費

月
額
2
0
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

石
井

1(

501)

1
9
5
7
（

兼
用
）

FAX FAX FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

昔
の
も
の
作
り
教
室

春
日
子
ど
も
劇
場

「
と
も
だ
ち
や
」鑑
賞
会

陸
上
自
衛
隊

創
立
記
念
行
事

春
日
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

春
日
ウ
イ
ン
デ
ィ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

部
員
募
集

大
谷
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

ラ
ブ
・
オ
ー
ル

な
が
の

は
や
し

な
が
の

た
か
お

い
し
い



「
春
日
市
民
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク

ス
を
応
援
す
る
会
」
に
よ
る
、
プ
ロ
野

球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
（
2
軍
）
の
春

日
大
会
で
す
。

当
日
は
子
ど
も
の
た
め
の
野
球
教
室

も
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
22
日
(土)

午
後
0
時
30
分

〜
（
開
場
　
午
前
10
時
30
分
）

場
所

県
営
春
日
公
園
野
球
場
（
原
町

3
―

1
―

4
）

内
容

▽
試
合
（
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
対

広
島
東
洋
カ
ー
プ
）

▽
少
年
・
少
女
野
球
教
室

入
場
料

1

2
0
0
円
（
前
売
券

1
0
0
0
円
）

※
　
小
・
中
学
生
は
4
0
0
円
（
前
売

券
　
3
0
0
円
）
で
す
。
な
お
、
就

学
前
の
児
童
は
無
料
で
す
。

入
場
券
販
売
場
所

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
売
店

▽
市
商
工
会

問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

501)

5
1
5
4
（

兼
用
）

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
と
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に

所
属
す
る
人
が
対
象
で
す
。

日
時

5
月
30
日
(日)

午
前
9
時
15
分
〜

(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場(

大
谷
6
―

28)

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
一

般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
一
般
男

子
ダ
ブ
ル
ス
▽
一
般
女
子
ダ
ブ

ル
ス(

各
A
・
B
・
C
級)

※
　
参
加
者
数
に
よ
っ
て
種
目
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

使
用
球

水
鳥
球

FAX

参
加
費

一
人
1
種
目
1
0
0
0
円

(

高
校
生
以
下
8
0
0
円)

申
込
方
法

5
月
19
日
(水)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
性
別
、
出
場
種
目(

ラ
ン

ク)

、
学
生
は
学
校
名
と
学
年

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
本
千
恵
子

(

〒
816
―

0
8
1
2
平
田
台
4
―

9
―

1)

(

595)

3
4
2
2
（

兼
用)

測
定
結
果
に
応
じ
て
、
健
康
運
動
指

導
士
が
効
果
的
な
運
動
方
法
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

※
　
過
去
6
カ
月
以
内
に
受
け
た
健
診

結
果
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

FAX

日
程

5
月
22
日
(土)

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム(

昇
町
1
―

1
2
0)

内
容

▽
計
測
（
体
脂
肪
率
）
▽
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
安
静
時
心

電
図
）
▽
医
師
に
よ
る
診
断
▽

体
力
測
定
（
握
力
・
柔
軟
測
定

な
ど
）
▽
最
大
酸
素
摂
取
量
測

定
（
負
荷
を
か
け
た
約
16
分
間

の
自
転
車
こ
ぎ
）
▽
結
果
説
明

と
運
動
処
方

料
金

2
1
0
0
円

定
員

36
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

ー
ム

(

501)

1
1
6
2

(

501)

0
0
5
1

高
脂
血
症
の
予
防
に
つ
い
て
学
ぶ
教

室
で
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
あ
な

た
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
方
法
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
2
2

0
以
上
2
6
0
未
満
の
人

FAX

日
程
・
内
容

▽
6
月
3
日
(木)

開
講
式
・
講
義

▽
6
月
17
日
(木)

健
康
チ
ェ
ッ
ク

▽
7
月
1
日
(木)

運
動
実
技

▽
7
月
15
日
(木)

栄
養
講
義

▽
7
月
29
日
(木)

調
理
実
習

▽
8
月
26
日
(木)

運
動
実
技

▽
9
月
16
日
(木)

運
動
実
技

▽
9
月
30
日
(木)

修
了
式

※
　
期
間
中
に
い
き
い
き
ル
ー
ム
の
体

験
利
用
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
正
午
（
7
月
29

日
は
午
後
1
時
ま
で
）

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

受
講
料

1
0
0
0
円

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

5
月
6
日
(木)
〜
21
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
伝
え

る

※
　
開
講
時
に
、
1
年
以
内
の
血
液
検

査
結
果
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX

きいて�きいて�

平成13年5月14日生

大
谷
お
お
た
に

佳
弥
乃

か

や

の

ち
ゃ
ん(

桜
ヶ
丘)

平成14年5月26日生

那
波
な

わ

美
月
み
づ
き

ち
ゃ
ん(

日
の
出
町)

平成15年5月10日生

斉
田
さ
い
た

光
世
こ
う
せ
い

ち
ゃ
ん(

松
ヶ
丘)

平成15年5月14日生

大
谷

お
お
た
に

明
日
香

あ

す

か

ち
ゃ
ん(

桜
ヶ
丘)

平成13年5月15日生

松
た
か
ま
つ

優
貴
ゆ
う
き

ち
ゃ
ん(

光
町)

情
報
ひ
ろ
ば
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健
　
康

ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス

ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
春
日
大
会

参
加
者
募
集

市
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

あ
な
た
の
体
力
度
を
チ
ェ
ッ
ク

健
康
度
測
定

生
活
習
慣
改
善
教
室
受
講
生
募
集

血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室

ま
つ
も
と
ち
　
え
　
こ



情
報
ひ
ろ
ば

14

予
約
は
不
要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
5
月
14
日
(金)

「
前
立
腺
が
ん
」

大
森
お
お
も
り

章
男
あ
き
お

さ
ん
（
泌
尿
器
科
部
長
）

▽
5
月
21
日
(金)

「
更
年
期
障
害
」

窪
田
く
ぼ
た

孝
明
た
か
あ
き

さ
ん
（
産
婦
人
科
部
長
）

▽
5
月
28
日
(金)

「
カ
ル
シ
ウ
ム
と
骨
」

西に
し

ゆ
か
り
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

(

須
玖
北
4
―

5)

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

573)

1
7
3
3

体
力
に
合
わ
せ
て
距
離
が
選
べ
ま

す
。
一
緒
に
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し

ょ
う
。

日
時

5
月
11
日
(火)
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ

ビ
ー
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

距
離

▽
約
6
・
5
km
▽
約
4
km

※
　
タ
オ
ル
・
水
筒
を
持
っ
て
、
歩
き

FAX

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

成
人
対
象
の
無
料
公
開
講
座
で
す
。

日
時

5
月
19
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

講
師

各
務
か
が
み

章
あ
き
ら

さ
ん
（
西
日
本
ア
カ

デ
ミ
ー
名
誉
校
長
）

※
　
託
児(

2
0
0
円
･
申
込
先
着
10

人)

や
手
話
通
訳(

無
料)

を
希
望
す

る
人
は
、
5
月
12
日
(水)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

講
座
名
・
申
込
開
始
日
・
定
員

▽
パ
ソ
コ
ン
「
エ
ク
セ
ル
長
期
」

5
月
7
日
(金)

20
人

▽
パ
ソ
コ
ン
「
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
」

5
月
10
日
(月)

20
人

▽
手
織
・
染
色

FAX FAX

5
月
11
日
(火)

13
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
日

程
や
受
講
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(

671)

6
8
3
1

(

672)

2
1
3
3

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
25
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

演
題

「
心
の
病
気
の
理
解
と
最
近
の

話
題
に
つ
い
て
〜
統
合
失
調
症

を
中
心
に
〜
」

講
師

見
元
み
も
と

伊
津
子

い

つ

こ

さ
ん
（
乙
金
お
と
が
ね

病
院

院
長
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
障

害
者
福
祉
係

(

513)

5
5
8
5

(
592)
8
4
4
4

英
語
の
歌
や
絵
本
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
し
て
、
体
を
動
か
し
た
り
、
自
然
な

発
音
や
表
現
に
親
し
む
教
室
で
す
。

4
〜
6
歳
の
幼
児
が
対
象
で
、
受
講

FAX FAX

は
無
料
で
す
。
保
護
者
も
一
緒
に
体
験

で
き
ま
す
。

日
時

5
月
24
日
(月)

午
後
3
時
〜
4
時

場
所

同
セ
ン
タ
ー
学
習
室(

福
岡
市

南
区
日
佐
お

さ

3
―

42
―

1)

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

5
月
21
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

575)

2
9
9
3
（

兼
用
）

健
康
増
進
や
病
気
予
防
な
ど
の
講
座

を
毎
月
開
催
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

毎
月
第
4
土
曜
日
（
12
月
の
み

第
3
土
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

同
会
館
3
階
研
修
室
1
（
久
留

米
市
宮
ノ
陣

み
や
の
じ
ん

3
―

4
―

27
）

定
員

各
1
0
0
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

各
回
ご
と
に
電
話
で
申
し

込
む

※
　
講
座
の
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
館
久
留

米
講
習
普
及
セ
ン
タ
ー

0
9
4
2(

36)

5
8
5
8

0
9
4
2(

36)

6
0
0
9

訪
問
看
護
に
従
事
し
て
い
る
人
（
従

FAX

FAX

事
予
定
者
を
含
む
）
を
対
象
に
、
訪
問

看
護
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
修
得
し

て
も
ら
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

対
象

25
歳
以
上
で
、
実
務
経
験
が
5

年
以
上
の
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
准
看
護
師

日
程

7
月
27
日
(火)
〜
10
月
15
日
(金)
の

う
ち
の
30
日
間

会
場

県
看
護
等
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
あ
か
さ
か

1
―

14
―

59
）

受
講
料

4
万
2
6
5
0
円
（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
な
ど
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

5
月
30
日
(金)
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
福
岡

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

(

714)

5
2
0
3

(

725)

0
9
8
8

献
血
は
、
手
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
12
日
(水)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
、
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所

市
役
所
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
（
市
福
祉

計
画
課
内
）

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

FAX FAX

福
　
祉

講
演
・
講
座

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

大
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

「
身
近
な
風
物
詩
を
探
そ
う
」

中
央
公
民
館
教
養
講
座

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
座

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

幼
児
の
英
語
体
験
教
室

福
岡
県
看
護
協
会

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

久
留
米
赤
十
字
会
館

公
開
講
座

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い



きいて�きいて�

７月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
6月1日までの到着分の中
から抽選で決定します。

平成15年5月13日生

千
葉
ち

ば

心
愛
こ
こ
あ

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成15年5月19日生

宮
園
み
や
ぞ
の

遼
り
ょ
うち

ゃ
ん(

小
倉)

平成15年5月23日生

前
田
ま
え
だ

優
人
ゆ
う
と

ち
ゃ
ん(

一
の
谷)

平成15年5月31日生

吉
田
大
斗

よ
し
だ
ひ
ろ
と

ち
ゃ
ん(

春
日
原
南
町)

情
報
ひ
ろ
ば
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レ
セ
プ
ト（
医
療
費
の
請
求
書
）

開
示
請
求

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
本

人
ま
た
は
そ
の
遺
族
な
ど
は
、
病

院
か
ら
市
に
対
す
る
医
療
費
の
請

求
書
で
あ
る
レ
セ
プ
ト
の
開
示
請

求
が
で
き
ま
す
。

請
求
の
手
続
き
の
際
に
は
、
本

人
と
確
認
で
き
る
書
類
な
ど
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
医
師
の
同
意
が
な
い

場
合
は
開
示
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
2

FAX

国
保
い
ろ
い
ろ

思
春
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
専
門

医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
家
族
か
ら
の

相
談
も
受
け
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

相
談
日
・
時
間

▽
毎
月
第
1
月
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▽
毎
月
第
3
月
曜
日
　
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
30
分

場
所

同
事
務
所
1
階
第
2
相
談
室

(

大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25)

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
障
害
者
福

祉
係

(

513)

5
5
8
5

(

592)

8
4
4
4

母
子
会
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
う

平
成
16
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

子
育
て
や
こ
れ
か
ら
の
母
子
家
庭
の

あ
り
方
に
つ
い
て
一
緒
に
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

FAX

託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
9
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

（
昇
町
3
―

1
0
1
）

○
レ
イ
ン
ボ
ー
く
ら
ぶ

現
在
子
育
て
中
か
、
ま
た
は
子
ど

も
が
社
会
人
に
な
っ
て
間
も
な
い
母

子
家
庭
の
母
親
の
集
ま
り
で
す
。
日

ご
ろ
か
ら
母
子
家
庭
が
抱
え
る
問
題

に
つ
い
て
話
し
合
う
定
例
会
や
交
流

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
同
会
（
白
水
大
池
公
園
売
店
）

(

596)

9
9
2
5
（

兼
用
）

▽
同
会
　
合
原
ご
う
ば
る

0
9
0(

1
8
7
6)
9
5
9
1

県
内
に
住
む
肢
体
不
自
由
児
が
対
象

の
療
育
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

○
進
行
性
筋
萎
縮
児
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

進
行
性
筋
萎
縮
児
と
そ
の
保

護
者

FAX

日
程

7
月
31
日
(土)
〜
8
月
1
日
(日)

(

1
泊
2
日)

場
所

国
民
宿
舎
つ
や
ざ
き
（
宗
像

郡
津
屋
崎

つ
や
ざ
き

町
津
屋
崎)

募
集
人
員

30
人

○
海
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年
生

の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

8
月
7
日
(土)
〜
10
日
(火)(

3

泊
4
日)

場
所

県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海

の
家
」（
宗
像
市
神
湊

こ
う
の
み
な
と)

募
集
人
員

50
人

○
山
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年
生

の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

8
月
25
日
(水)
〜
27
日
(金)(

2

泊
3
日)

場
所

や
す
ら
ぎ
荘(

朝
倉
郡
夜
須
や

す

町
三
箇
山

さ
ん
が
や
ま)

募
集
人
員

30
人

申
込
期
間

5
月
6
日
(木)
〜
31
日
(月)

※
　
参
加
の
決
定
は
、
医
師
の
診
断
に

よ
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
海
、
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、

高
校
生
で
も
参
加
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
肢
体
不
自
由
児
協

会

(

643)

3
2
6
4

(

643)

3
3
0
4

栄
養
に
関
す
る
専
門
的
な
こ
と
や
栄

養
表
示
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
、
管
理

栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

同
事
務
所
（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

予
約
方
法

事
前
に
電
話
で
予
約
す
る

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
健

康
対
策
課
健
康
増
進
係

(

513)

5
5
8
3

(

592)

8
4
4
4

FAX FAX

相
　
談

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

思
春
期
精
神
保
健
福
祉
相
談

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

平
成
16
年
度
総
会

参
加
者
募
集

県
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

無
料
栄
養
相
談
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～ひかるちゃんを助ける会～

市内在住の福田
ふ く だ

浩
ひろし

さん、裕美
ひ ろ み

さんの長女ひかるちゃんが、難病の｢拘束型心
筋症｣のため、アメリカで心臓移植を受けることになりました。
しかし、これにかかる費用はおよそ8,000万円。とても個人で負担できる額
ではありません。

そこで、｢ひかるちゃんを助ける会｣は、それを少し
でも手助けしようと、募金を呼びかけています。
ぜひ、ご協力ください。
募金振込先口座
福岡銀行　本店（普）4998216
西日本銀行　南ヶ丘支店（普）0793061
郵便局　01750―1―37859
※　いずれも口座名は｢ひかるちゃんを助ける会｣です。

問い合わせ先 同会事務局　宇野
う の

ゆかり
(588)8688 (588)8701 http://www1.megax.ne.jp/sos_hikaru/FAX

日
時

5
月
20
日
(木)
、
6
月
3
日
(木)
・

17
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

5
―

14
―

7
）

定
員

各
6
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

5
月
14
日
(金)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

○
法
務
総
合
相
談
所
を
開
設

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
は
、「
憲
法
記
念
日
」
を
は
さ

む
5
月
1
日
〜
7
日
ま
で
の
「
憲
法

週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
弁
護
士
や
公

証
人
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職

員
に
よ
る
法
務
総
合
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

5
月
12
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

場
所

筑
紫
野
市
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー(

筑
紫
野
市

二
日
市
中
央
5
―

5
―

18)

※
　
申
し
込
み
は
不
要
で
、
先
着
順

に
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

平
成
17
年
1
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
使
用
済
自
動

車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
）
の

説
明
会
で
す
。

対
象
は
、
自
動
車
の
流
通
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
か
か
わ
る
事
業
者
で
す
。

日
時

5
月
10
日
(月)

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
30
分

会
場

福
岡
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
（
福
岡
市
博
多
区
石
城
町

せ
き
じ
ょ
う
ま
ち

2
―

1
）

説
明
内
容

▽
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
や
使

用
済
み
自
動
車
の
引
取
工
程
▽

フ
ロ
ン
類
回
収
工
程
▽
解
体
工

FAX

程

申
込
方
法

申
込
用
紙
を
提
出
す
る

※
　
申
込
用
紙
は
、
(財)
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.ja
rc.o
r.jp
/

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
法
第
3
回
全
国
説
明
会

事
務
局

0
3(

5
6
7
3)

7
4
0
7

0
3(

5
6
5
1)

6
1
0
0

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が（
通
称
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
）」

は
、「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し

い
人(

お
ね
が
い
会
員)

」
と
「
子
育
て

の
応
援
を
し
た
い
人(

ま
か
せ
て
会

員)

」
が
支
え
あ
う
会
員
組
織
で
す
。

今
回
は
、
自
宅
で
の
託
児
や
送
迎
を

行
う
「
ま
か
せ
て
会
員
」
に
な
る
た
め

の
講
習
会
で
す
。
受
講
は
無
料
で
、
託

児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
25
日
(火)
・
27
日
(木)
・
28
日

(金)
・
31
日
月
、
6
月
1
日
(火)
・

3
日
(木)

午
前
10
時
〜
正
午
（
31
日
の
み

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
）

会
場

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学

FAX

習
室
2
（
大
谷
6
―

24
）
▽
す

く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く
ル
ー

ム
（
須
玖
南
2
―

1
2
0
）

申
込
方
法

5
月
14
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の

子
の
氏
名
・
年
齢
を
伝
え
る

※
　
詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
、
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
・
サ

ポ
か
す
が
事
務
局
（
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
内
）

(

584)

7
7
0
0

(

584)

7
7
3
9

布
絵
本
の
持
つ
温
か
み
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

託
児(

一
人
2
0
0
円)

も
行
い
ま

す
。

日
時

5
月
31
日
〜
6
月
28
日
の
毎
週

月
曜
日(

計
5
回)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
3
階
和
室

(

昇
町
1
―

1
2
0)

参
加
費

2
0
0
円(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
料)

定
員

20
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

5
月
17
日
(月)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(

501)

1
1
3
6
（

兼
用
）

FAX FAX

環
　
境

ご
参
加
く
だ
さ
い

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
説
明
会

子
育
て

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

み
ん
な
で
子
育
て
！

「
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が
」講
習
会

イ
ル
カ
く
ら
ぶ

布
絵
本
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

募 金 にご協力ください

みなみがおか



先方への電話は5月1日以

降にお願いします。

【ゆずります】

●スワンラック 無料で

●ほ乳瓶消毒器▽電子レ

ンジ用 100円●おん

ぶ・だっこ兼用バンド

生後3カ月～ 紺色

300円●だっこ用ウエス

トポーチ 300円●調乳

用保温器 400円●赤ち

ゃん用体重計 アナログ

式 400円●新生児下着

や女児用洋服(70cm～

110cm)、靴(12cm)な

ど 約50点 一式1,000

円 古野1(584)6009

●ビールサーバー キリ

ンビールビア樽2R・3R

用 専用炭酸ガスボンベ

4本付き 無料で 臼井

1(502)0671

【ゆずってください】

●ダブルパイプハンガー

（組み立て式） 無料か安

価で 臼井1(502)0671

●かすがYOSAKOI隊の

衣装 160cm 安価で

井上1(591)4163

※　リサイクルを進める

ためのコーナーです。

営利目的での利用はで

きません。なお、クレ

ームなどは当事者間で

解決してください。

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿
名は不可)、電話番号、品
物名(色、サイズ、特徴な
ど詳しく)、有料・無料の
別(有料の場合は1万円を
上限とする希望価格)を
書いて「〒816－8501春
日市役所広報担当」あて
送ってください。

ふるの

びん

う す い

う す い

よ 　 さ 　 こ 　 い

いのうえ
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子
ど
も
の
創
造
力
を
は
ぐ
く
み
、

「
人
」
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
の
塾
で
す
。

専
門
家
と
一
緒
に
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

○
自
然
体
験
活
動

対
象

小
学
4
〜
中
学
3
年
生

内
容

▽
生
物
・
植
物
調
査
▽
星
の

観
察
▽
基
地
作
り
▽
石
焼

き
芋
作
り
▽
石
こ
ろ
調
査

日
程

5
月
23
日
(日)(

説
明
会)

、

6
・
8
・
10
・
12
月
の
う

ち
4
回

参
加
費

年
間
2
0
0
0
円
（
宿

泊
費
は
別
）

定
員

32
人
（
申
込
先
着
順
）

○
不
思
議
研
究

対
象

小
学
4
〜
6
年
生

内
容

理
科
・
算
数
・
英
語
・
英
会
話

日
程

6
〜
12
月
の
第
1
・
3
水
曜

日
と
第
2
火
曜
日
（
毎
月

3
回
）

時
間

午
後
6
時
15
分
〜
8
時
15
分

参
加
費

月
額
1
5
0
0
円
（
教

材
費
込
み
）

定
員

24
人
（
申
込
先
着
順
）

場
所

ぽ
れ
ぽ
れ
館
（
春
日
1
―

38
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
校
名
・
学
年
を

伝
え
る

※
　
お
や
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

(

572)

8
7
4
0
（

兼
用
）

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
45
の
国
と
地
域
か

ら
や
っ
て
く
る
約
3
5
0
人
の
子
ど
も

た
ち
と
、
言
葉
や
文
化
、
国
境
を
越
え

た
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

小
学
4
〜
6
年
生
で
、
事
前
研

修(

6
月
19
日
(土))

に
も
参
加
で

き
る
人

日
程

7
月
17
日
(土)
〜
19
日
(月)(

2
泊

FAX

3
日)

会
場

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ(

宗
像

市

留
　
六
46
―

1)

※
　
集
合
・
解
散
場
所
は
、
福
岡
市
中

央
区
天
神
で
す
。

募
集
人
員

2
4
0
人(

申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選)

参
加
費

2
万
2
0
0
0
円

申
込
期
限

5
月
10
日
(月)
午
後
5
時

（
必
着
）

※
　
詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課
に
あ

る
申
込
書
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
ア
ジ

ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
・
イ
ン

福
岡
（
福
岡
市
役
所
内
）

(

734)

7
7
0
0

(

734)

7
7
1
1

h
ttp
://w
w
w
.a
p
cc.g

r.jp
/

計
量
法
に
基
づ
き
、
2
年
に
1
回
の

FAX

計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

取
引
や
証
明
に
使
う
は
か
り
が
あ
る

事
業
所
は
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
17
日
(月)
〜
19
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
3
時

場
所

市
役
所
正
面
入
口

持
っ
て
く
る
も
の

▽
は
か
り
、
お
も

り
、
分
銅
▽
通
知
書(

ハ
ガ
キ
）

手
数
料

▽
は
か
り
　
1
台
5
0
0
円
〜
2
2

0
0
円

▽
お
も
り
・
分
銅
　
1
個
10
円

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

5
人
以
上
の
市
民
で
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、

活
動
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

7
〜
9
月
に
事
業
を
予
定
し
て
い

て
、
補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、
5
月

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
以
降
に
行
う
事
業
に
つ

FAX

い
て
も
、
随
時
、
相
談
・
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

活
動
経
費
の
1
／
3
〜

1
／
2
を
補
助(

上
限
30
万
円)

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

市
報
か
す
が
4
月
15
日
号
の
3
ペ
ー

ジ
「
公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正
」
の
記

事
中
、
末
尾
の
た
だ
し
書
き
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

○誤
7
月
25
日
に(

任
期
満
了
に
伴
う)

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

○正
7
月
25
日
に
任
期
が
満
了
す
る
参

議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が

し
た
が
っ
て
、
選
挙
は
、
7
月
25
日

以
前
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
1

募
　
集

そ
の
他

自
然
体
験
活
動
・
不
思
議
研
究

学
び
合
い
塾

ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

取
引
や
証
明
に
使
う
は
か
り

定
期
検
査
を
行
い
ま
す

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

訂
正
と
お
詫
び

「
公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正
」



５月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１　（５８４）７７３９ �

須玖南２-１２０（すくすくプラザ内）�

光町児童センター�
（５０１）７０１４（　兼用） �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４（　兼用）�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�

インラインスケート教室�

午後1時30分～3時30分、小学生以上、10人�

3日（憲法記念日）、4日（国民の休日）、5日（こどもの日）、10日、17日、18日、24日、31日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは5月1日(土)午前10時以降に、電話か直接窓口で申し込んでください。（小学生以上は本人が申込）�

　なお、申し込みは一人１行事までで、市内在住者を優先します。�

※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。�

ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向け）　須玖：7日、光町：12日、毛勝：12日�

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向け）　須玖：6日・13日、光町：7日・14日、毛勝：7日・14日�

ルンルンひ・ろ・ば（1～3歳児向け）　13日（場所：春日公園公民館）、14日（場所：下白水公民館）�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

めざせオリンピック（自転車おそ乗り競争）�

午後2時～3時、小学生以上�

今日のお話しなーに？　午後2時～2時30分�

究極の宝探し　午後2時～3時�

小学生以上�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分�

あつまれ！ボランティア　午後2時～3時�

小学生以上�

挑戦！ギネス　午後2時～3時�

母の日プレゼント作り（クリスタルスタンド）�

①午前10時30分～正午②午後2時30分～4時�

小学生以上、各20人、250円�

たのしいおはなし　午後2時～2時30分�

母の日プレゼント作り（ハートの写真たて）�

午後2時～3時、小学生以上、10人、150円�

母の日プレゼント作り�

①午前10時30分～正午②午後２時～3時30分�

小学生以上、各10人、200円�

マタニティビクス�

午前11時50分～午後0時30分、妊婦、10人�

サッカー教室　午後2時～3時30分�

小学生以上、場所：須玖小学校、持っている人は�

ボール持参　�

一輪車教室�

①午後2時～3時（乗れない人）�

②午後3時～4時（乗れる人）�

各15人、小学生以上�

和紙で花作り（アイスランドポピー）�

午後1時30分～3時30分、小学生以上、�

10人、200円�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

道場やぶり　午後3時～4時45分�

一輪車教室　午後2時～4時�

小学生以上、10人�

ナイトスペース　午後5時～7時�

中学生以上�

親子サロン　午前11時～11時40分�

和菓子作り　午後2時～3時30分�

小学3年生以上、20人、100円�

ペットボトルでビーズアクセサリー�

午後2時～4時�

おはなしひろば（4・5・6月生まれの誕生会）　�

午後3時～4時�

みんなでお昼ごはん�

午前11時30分～午後1時、小学生以上�

ストラックアウト　午後2時～4時�

小学生以上�

グラウンドゴルフ�

①午前10時30分～正午②午後2時～3時30分、�

小学生以上�

午前11時～��

　　　11時40分�

1日（土）�

9日（日）�

13日（木）�

15日（土）�

22日（土）�

23日（日）�

29日（土）�

30日（日）�

27日（木）�

16日（日）�

2日（日）�

8日（土）�

12日（水）�

20日（木）�

28日（金）�

親子向け�

遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

申�

申�

申� 申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

午前10時～午後5時�

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
に

オ
ー
プ
ン
！

新
し
く
な
っ
た
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

が
、
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
（
須
玖
南
2
―

1
2
0
）
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
し
い
セ
ン
タ
ー
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
広
い
プ
レ
イ

ル
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
専
用
の
部
屋「
た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
併
設
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
職
員
が
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
相
談
や
児
童
自
身
か
ら
の
相
談
な
ど

も
受
け
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

1(

573)

2
4
3
1

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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ス
ト
レ
ス
解
消
の
つ
も
り
で
始
め
た

詩
吟
が
め
き
め
き
上
達
し
、
こ
の
ほ
ど

東
京
で
開
か
れ
た
「
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド

最
優
秀
吟
士
権
大
会
」
で
見
事
全
国
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
決
勝
の
10
人
に
残
れ
た
時
、
こ
れ

で
大
手
を
振
っ
て
帰
れ
る
、
と
喜
ん
で

い
た
ら
、
最
優
秀
賞
に
自
分
の
名
前
が

呼
ば
れ
て
…
」
と
、
あ
た
か
も
舞
い
込

ん
だ
優
勝
の
よ
う
に
謙
遜
す
る
岩
橋
さ

ん
。「

で
も
、
帰
り
の
車
中
で
じ
わ
じ
わ

と
う
れ
し
さ
が
こ
み
上
げ
、
春
爛
漫
の

陽
気
と
相
ま
っ
て
、
喜
び
勇
ん
で
福
岡

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
」
と
満
面
に
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
で
岩
橋
さ
ん
が
吟
じ
た
の

は
「
常
盤

と
き
わ

狐こ

を
抱い

だ

く
の
図ず

に
題だ

い

す
（
梁や

な

川が
わ

星
巌

せ
い
が
ん

作
）」。
乳
飲
み
子
を
抱
き
、
追

っ
手
を
逃
れ
て
雪
中
を
さ
ま
よ
う
常
盤

と
き
わ

御
前

ご
ぜ
ん

の
心
情
を
情
感
込
め
て
謡う

た

い
上
げ

ま
し
た
。

出
番
を
待
つ
間
中
、
足
の
震
え
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
岩
橋
さ
ん
で
す

が
、
先
生
の
教
え
を
守
り
、
気
負
わ
ず

に
臨
ん
だ
こ
と
が
、
実
力
発
揮
に
つ
な

が
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

岩
橋
さ
ん
が
詩
吟
を
始
め
た
の
は
40

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
。
そ
れ
ま
で
の
コ
ー

ラ
ス
に
代
え
、
一
人
で
も
楽
し
め
る
も

の
を
、
と
身
近
な
地
区
公
民
館
の
詩
吟

教
室
に
入
会
し
た
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
始
め
て
み
る
と
、
発
声
の

違
い
に
四
苦
八
苦
。
貝
島

か
い
じ
ま

筑
聖

ち
く
せ
い

先
生
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
腹
に
漬
け
物
石

を
抱
え
て
い
る
つ
も
り
で
発
声
す
る
技

を
体
得
し
て
い
っ
た
岩
橋
さ
ん
。

教
室
以
外
で
も
、
自
宅
近
く
の
白
水

池
で
、
春
に
は
岸
辺
の
桜
を
、
秋
に
は

水
面
に
映
る
月
を
眺
め
な
が
ら
、
日
夜

湖
面
に
向
か
っ
て
発
声
練
習
に
没
頭
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
漢
詩
の
意
味
を
調
べ
に
図

書
館
に
も
通
い
詰
め
、
そ
の
詩
文
か
ら

名
刺就

職
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
毎
年

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
急
に
気
に
な
る

の
が
名
刺
。
異
動
が
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
な
く
て
も
「
あ
と
１
年
分
も

つ
か
な
…
」
と
変
な
逆
算
を
し
て
し
ま

い
ま
す
▼
特
に
広
報
担
当
は
、
い
ろ
ん

な
所
に
取
材
に
行
く
た
め
「
相
当
な
枚

数
が
必
要
だ
ろ
う
」
と
１
年
前
は
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
１
年
経

過
し
て
み
て
も
思
っ
た
程
使
わ
ず
、
や

や
拍
子
抜
け
し
な
が
ら
今
年
度
を
迎
え

ま
し
た
▼
こ
の
「
名
刺
」
の
始
ま
り
は

中
国
は
唐
の
時
代
。
当
時
は
訪
問
先
が

不
在
の
時
に
木
や
竹
の
札
に
自
分
の
名

前
を
削
っ
て
戸
口
に
刺
し
、
訪
問
の
あ

か
し
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
か
。
こ

の
札
を
「
刺
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら

「
名
刺
」
と
い
う
名
称
が
生
ま
れ
た
よ
う

で
す
▼
た
だ
、
原
始
時
代
に
確
立
し
た

言
語
を
持
た
な
か
っ
た
人
間
は
、
す
で

に
石
こ
ろ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

道
具
と
し
て
い
た
そ
う
で
、
石
こ
ろ
を

そ
の
時
代
の
「
名
刺
」
と
捉
え
る
と
、

そ
の
歴
史
の
長
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で

す
▼
新
年
度
を
迎
え
、
多
く
の
新
社
会

人
は
自
分
の
名
刺
を
作
る
こ
と
に
新
た

な
喜
び
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
中
、
私
の
横
で
は

広
報
生
活
８
年
目
が
決
定
し
た
○後
が
、

渋
々
名
刺
を
注
文
し
て
い
ま
し
た
。
○ひ

情
景
を
頭
に
浮
か
べ
な
が
ら
謡
う
工
夫

に
も
努
め
た
と
い
う
努
力
家
で
す
。

表
彰
式
で
「
詩
文
の
一
語
一
語
を
大

事
に
し
て
、
そ
の
こ
と
ば
の
持
つ
意
味

を
か
み
締
め
な
が
ら
吟
じ
る
こ
と
が
大

事
で
す
」
と
い
う
総
評
を
、
あ
ら
た
め

て
納
得
し
な
が
ら
聞
い
た
岩
橋
さ
ん
で

し
た
。

「
詩
吟
を
始
め
た
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス

解
消
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
生
涯
学
習
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
貪
欲
に
貝
島
先
生
か
ら
吸
収
し
、
学

ん
で
い
き
ま
す
」と
、
そ
の
意
欲
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。

来
た
る
８
月
に
は
、
香
川
県
で
開
催

さ
れ
る
吟
剣

ぎ
ん
け
ん

詩
舞

し

ぶ

全
国
祭
典
に
招
か

れ
、
同
じ
曲
を
披
露
す
る
予
定
で
す
。

き
っ
と
、
ま
た
岩
橋
さ
ん
の
素
晴
ら
し

い
歌
声
が
観
客
を
魅
了
す
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

曇
り
の
ち
晴
れ
・
散
歩
道
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�岩
橋
い
わ
は
し

真
珠
子

ま

す

こ

さ
ん
（
白
水
池
）

（
雅
号
が
ご
う

岩
橋
聖
珠
せ
い
し
ゅ

）



市 の 人 口

●総人口 108,677人

（前月比－4人）

女 55,298人　男 53,379人

●世 帯 数 42,310世帯

●転 入 1,526人　●出 生 110人

●転 出 1,595人　●死 亡 56人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲4月1日　建て替わった須玖保育所の新しい遊具で

市
報
か
す
が

５
月
１
日
号
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７
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０
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発
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／
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所
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編
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春
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情
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政
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広
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担
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ホ
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ttp
://w
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g
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/

印
　
刷
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

4月9日、春日原小学校での入学式の
様子。ピカピカのランドセルを背負った
子どもたちは、どの顔も嬉しそうでした。

表
紙
の
写
真

(3/31現在)

落書きされた白水大池公園の売店の壁に、3月23日、春日
小学校の3年生（現在4年生）が、ひまわりの花をきれいに咲
かせてくれました。
この売店は、同公園の駐車場内にあり、夜間も出入りでき
ることから2月にこの被害に遭いました。
市では、公共施設への落書きを何とか防止する方法はない
ものかと悩んでいたところ、折りしも同校の総合学習の中で
「公園の落書きを消したい」という子どもたちの意見が集ま
って、今回、協力してくれることになったもの。
この日、子どもたちは、学校から約30分かけて歩いて大池

公園に集合。あらかじめ、
自分たちで選んだひまわり
のデザインが下書きされた
壁面に、代わる代わる水性
ペンキで色を塗り、約2時
間かけて仕上げました。
その素晴らしい出来栄え
に、公園を散歩していた市
民が感心しながら見入って
いました。

春日小学校の3年生　公園の落書き修復に一役買う

4月8日に中学校、翌9日には小学校でそれぞれ入学式が行
われ、期待と緊張の中、2,509人(中学校1,250人、小学校
1,259人)が新1年生となりました。
春日原小学校では、石丸明彦

いしまるあきひこ

校長が｢元気にあいさつがで
きる子どもになって、楽しく学校生活を送ってください｣と
あいさつ。新1年生からは、早速元気のいい返事が返ってい
ました。
また、式の中では2年生と6年生のお兄さんお姉さんが、

学校の様子を劇などで紹介。新1年生は、これから始まる学
校生活にワクワクした表情を浮かべながら、上級生の演技に
楽しそうに見入っていました。

希望に胸膨らませ　市立小中学校で入学式
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▲大きな声で元気よく返事ができました

▲

▲きれいなひまわりが咲きました。
春日小新4年生の皆さんありがとう
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